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杜
甫
研
究
の
現
状
と
課
題

1
1
1中
国
を
中
心
に
|
|

近
年
、
中
国
の
杜
詩
研
究
は
、
質
量
と
も
に
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
見
せ
つ
つ

あ
る
。
杜
詩
研
究
の
専
門
家
に
加
え
て
、
様
々
な
形
で
そ
れ
に
関
わ
る
文
学
者

ま
で
含
め
て
、
数
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
も
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
杜
詩
が

中
国
古
典
詩
史
上
に
占
め
る
重
要
性
が
、
こ
の
よ
う
な
活
発
な
議
論
の
背
景
に

は
あ
ろ
う
。
杜
詩
関
係
論
文
は
ま
さ
に
年
々
増
加
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
相
互
の

切
陸
琢
磨
も
か
な
り
あ
る
ら
し
〈
、
好
論
文
も
次
々
に
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
近
年
の
中
国
を
中
心
と
し
た
杜
詩
研
究
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
日
本
で
は
遺
憾
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
客
観
的
に
見

て
今
日
、
日
本
の
研
究
者
が
彼
ら
に
学
ぶ
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
、

小
文
で
は
、
以
下
五
章
に
分
か
っ
て
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

杜甫研究の現状と課頭

社
甫
研
究
状
況
の
総
括
・
問
題
提
起
に
関
す
る
も
の
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ま
ず
、
寺
田
町
社
甫
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
鋭
い
指
摘
を
し
た
も
?
と
し
て

は
、
許
総
氏
(
江
蘇
省
社
会
科
学
院
・
研
究
員
)
と
渇
建
国
民
ハ
山
東
大
学
)

と
が
い
る
。
ま
ず
許
総
氏
だ
が
、
「
杜
詩
学
大
勢
鳥
撒
」
(
『
光
明
日
報
』
白
山
・

8
・

u、
の
も
『
杜
詩
学
発
微
』
に
所
収

i
以
下
、
『
発
徴
』
と
略
。
南
京
出

版
社
、
印
〉
で
、

歴
史
的
な
杜
詩
学
の
豊
富
な
成
果
に
比
し
て
、
建
国
以
来
四
社
詩
研
究
は

力日

藤

国

安

米
だ
実
質
的
に
重
要
な
発
見
と
開
拓
を
な
し
得
ず
に
い
る
。
そ
白
一
方
で
、

近
年
の
古
典
文
学
研
究
に
お
け
る
一
流
の
作
家
・
作
品
の
研
究
は
も
は
や

氾
濫
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人
々
は
二
・
三
流
の
作
家
・

作
品
の
研
究
に
転
じ
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ

に
古
典
文
学
研
究
四
閉
鎖
性
、
及
び
旧
態
依
然
た
る
方
法
論
の
必
然
的
な

結
果
な
の
で
あ
る
。
・
今
日
、
段
々
は
現
代
的
視
点
に
立
っ
て
歴
史
的
社

詩
学
の
成
果
を
総
括
し
、
新
し
い
杜
詩
学
を
開
拓
L
、
科
学
的
な
「
杜
詩

学
」
白
体
系
を
建
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
美
学
的
見
地

か
ら
こ
れ
ま
で
完
成
し
て
い
な
い
、
作
家
よ
り
作
品
に
至
る
ま
で
の
社
詩

研
究
全
体
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

と
厳
し
く
総
括
、
今
後
の
あ
る
べ
き
杜
詩
研
究
の
ピ
ジ
ョ
ソ
を
一
部
L
て
い
る
。

こ
り
主
張
の
一
部
に
対
し
、
江
之
氏
よ
り
コ
一
一
ニ
流
作
家
作
品
也
値
得
研

究
」
(
『
光
明
日
報
』
前
日

4
)
と
題
す
る
反
論
が
出
さ
れ
た
と
と
も
あ
る

が
、
総
じ
て
今
日
の
社
詩
研
究
の
現
状
を
鋭
く
直
視
し
た
も
の
、
と
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

右
の
許
民
の
主
張
は
、
彼
白
こ
れ
宮
で
の
多
方
面
か
ら
の
社
詩
研
究
の
総
括

と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
よ
り
具
体
的
に
論
亡
た
も
の
が
、
同
氏

「
『
杜
甫
研
究
』
得
失
探
」
(
『
学
術
月
刊
』
部
|

l

上
海
人
民
出
版
社
、
の
ち
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『
発
微
』
に
所
収
)
で
あ
る
。
文
中
、
許
総
民
は
建
国
後
自
社
詩
研
究
に
お
け

る
最
高
白
成
果
と
、
世
評
高
い
粛
糠
非
民
白
『
杜
甫
研
究
』
を
例
に
、
そ
の
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
氏
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

『
社
甫
研
究
』
が
建
国
以
来
の
杜
甫
研
究
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
そ
の
欠
点
を
探
求
す
る
こ
と
は
社
詩
研
究
に
と
っ
て
普
遍
的
な
意
義

を
持
つ
し
、
今
後
の
社
詩
研
究
の
方
向
を
探
る
う
え
で
も
重
要
な
白
だ
。

と
。
そ
し
て
『
杜
甫
研
究
』
の
得
失
の
分
析
結
果
と
し
て
、
許
総
氏
が
強
調
す

る
り
は
、
現
実
政
治
と
連
係
し
た
文
学
研
究
の
あ
り
方
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
文

学
は
社
会
白
た
め
に
服
務
す
ベ

L
と
い
う
文
学
功
利
主
義
が
、
文
学
白
独
立
し

た
芸
術
性
を
否
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
り
で
あ
る
。

許
総
氏
が
こ
り
点
を
こ
と
に
重
視
す
る
白
は
、
中
園
田
伝
統
的
な
文
学
観
が

ま
さ
に
文
学
と
政
治
白
密
接
な
連
係
を
前
提
に
し
て
き
た
か
ら
で
、
そ
り
と
と

自
体
に
は
無
論
肯
定
さ
る
べ
き
点
も
あ
る
が
、
長
い
社
詩
研
究
史
に
関
す
る
限

り
は
、
成
果
よ
り
も
弊
害
の
方
が
多
か
っ
た
、
と
い
う
率
直
な
反
省
が
あ
る
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
、

斎
糠
非
の
社
甫
研
究
は
、
結
局
宋
学
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
政
治
第
一
、
芸
術
第
二
と
い
う
視
点
か
ら
杜
甫
を
捉
え
、
叙
情
詩
や

写
景
詩
な
ど
白
芸
術
性
の
高
い
作
品
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
軽
視
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
い
う
発
言
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
政
治
に
従
属
し
た
、
文
学
そ
れ
自
身
申
独

立
性
を
重
ん
じ
な
い
方
法
論
に
よ
る
限
り
は
、
社
詩
本
来
の
内
容
の
研
究
は
で

き
な
い
、
と
の
危
機
感
が
あ
る
。
今
日
町
中
国
人
に
と
っ
て
、
速
い
祖
先
田
残

し
た
栄
光
を
た
だ
墨
守
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
何
ら
の
意
味
も
な
さ
な
い
こ
と

は
自
明
で
あ
る
。
豊
富
多
彩
な
内
容
を
も
っ
社
詩
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
積
極

的
に
今
目
的
な
目
で
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
思
い
を
も
っ
て
、
許

総
民
は
こ
の
文
章
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
。

社
詩
を
深
く
研
究
す
る
に
は
、
文
献
学
・
訓
詰
学
・
古
文
字
学
・
音
韻

学
・
古
地
理
学
・
歴
史
学
等
々
の
知
識
を
持
ち
、
さ
ら
に
諮
科
学
む
研
究

方
法
|
こ
と
に
哲
学
美
学
・
心
理
学
・
言
語
学
・
社
会
学
・
倫
理
学
等

。
広
範
な
視
野
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
方
法
の
運
用
は
、
豊

富
な
内
容
を
持
つ
杜
詩
白
全
体
に
対
し
て
、
必
ず
や
さ
ら
に
き
め
細
か
な

分
析
を
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
研
究
こ
そ
、
科
学
的
・
体
系

的
な
杜
詩
学
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

許
総
民
自
優
れ
る
点
は
、
単
な
る
理
論
家
で
は
な
く
、
自
ら
実
践
し
そ
の
成

果
を
も
っ
て
、
中
国
の
学
界
の
意
識
を
変
革
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
今
年
(
叫
)

の
『
社
甫
研
究
学
刊
』
を
克
て
み
る
と
、
雑
誌
り
目
次
白
項
目
白
中
に
、
「
社

詩
学
」
と
い
う
分
野
が
新
た
に
創
設
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
彼
の
提
唱
し
た

方
法
論
が
、
着
実
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
ろ
う
。
中
国
の
長
い
社

詩
研
究
史
を
初
め
て
総
括
L
、
ま
た
現
代
的
な
新
し
い
「
社
詩
学
」
を
探
求
す

る
気
鋭
の
研
究
者
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
大
き
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お

陳
良
運
「
許
総
『
杜
詩
学
発
微
』
試
評
」
(
『
文
学
評
論
』
卯
|
3
)
に
も
、
彼

に
対
す
る
高
い
評
価
の
程
が
窺
え
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
ち
な
み
に
、
こ

白
陳
良
運
民
は
中
堅
田
現
代
詩
人
・
評
論
家
で
、
『
文
学
評
論
』
な
ど
に
し
ば

し
ば
論
文
を
発
表
。
『
新
詩
芸
術
論
集
』
『
新
詩
的
哲
学
与
美
学
』
な
ど
の
著
書

が
あ
り
、
古
典
詩
と
現
代
詩
論
を
結
び
付
け
て
、
新
し
い
現
代
詩
の
可
能
性
を

探
求
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
物
に
よ
っ
て
、
許
総
氏
の
こ
の
社
詩
論
へ
の
深

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
所
に
、
今
日
の
中
国
で
の
杜
詩
学
界
に
お
け
る
新
し
い

動
き
が
、
端
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

次
に
、
謁
建
国
民
自
「
杜
甫
研
究
的
思
考
」
〈
『
斉
魯
学
刊
』
卯

4

曲
阜

師
範
大
学
〉
に
つ
い
て
。
馬
氏
は
、
か
ね
て
よ
り
山
東
大
学
の
杜
詩
研
究
り
重
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社甫研究の現状と課題

要
な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
研
究
者
で
あ
る
。
と
〈
に
中
国
自
社
詩

研
究
白
動
向
に
明
る
く
、
こ
れ
ま
で
何
編
か
を
報
告
し
て
い
る
。
本
論
は
そ
の

う
ち
の
一
つ
で
、
杜
詩
研
究
の
過
去
と
現
状
・
来
来
を
概
略
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
そ
の
現
状
へ
の
鋭
い
疑
問
が
注
意
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

一
、
も
っ
と
新
し
い
方
法
論
概
念
を
導
入
し
て
、
意
欲
的
な
杜
甫
研
究
を

行
い
、
伝
統
的
な
杜
詩
研
究
に
活
力
を
注
ぎ
込
も
う
。

二
、
も
っ
と
他
人
の
論
文
を
し
っ
か
り
読
み
分
析
し
、
先
行
論
文
を
き
ち
っ

と
把
盟
し
な
が
ら
論
文
を
替
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
分
だ
け
に
こ
も
り
、

安
易
に
「
新
説
」
と
思
い
込
ん
で
は
な
ら
な
い
。

三
、
近
年
来
、
社
詩
研
究
は
活
況
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際

は
内
容
や
視
点
が
重
複
し
て
お
り
、
新
し
い
知
見
に
欠
け
る
。
一
例
に
三

吏
三
別
に
関
す
る
論
文
は
、
解
放
後
初
本
余
り
も
発
表
さ
れ
た
が
、
ど
れ

も
大
同
小
異
で
流
俗
に
化
し
て
い
る
。

四
、
大
多
数
の
社
詩
研
究
者
は
、
社
詩
を
尊
崇
・
賛
美
す
る
ば
か
り
だ
が
、

し
か
し
社
詩
自
体
は
実
際
に
は
-
千
年
余
り
前
田
士
大
夫
の
思
想
感
情

で
あ
っ
て
、
現
代
人
と
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
今
日
の
研
究
で
は

そ
の
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

等
と
、
か
な

p
y
ピ
ア
な
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
後
の
「
杜
詩
学
」
の
課
題
と
し
て
、

一
、
過
去
の
杜
詩
研
究
は
、
孤
立
的
・
静
止
的
方
法
論
だ
っ
た
。
が
、
今
後

は
、
従
来
重
視
し
て
い
た
歴
史
学
と
文
学
の
ほ
か
に
、
天
文
学
・
地
理

学
・
宗
教
学
・
民
俗
学
・
考
古
学
・
軍
事
学
・
音
柴
・
美
学
・
建
築
学
等

の
学
術
成
果
も
、
大
胆
に
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

二
、
新
し
い
方
法
論
と
し
て
、
系
統
論
・
比
較
論
・
構
造
主
義
・
記
号
学
な

ど
も
試
み
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、
海
外
の
杜
甫
研
究
に
つ
い
て
、
我
々
は
余
り
知
ら
ず
に
い
る
。
彼
ら
白

研
究
方
法
は
、
我
々
の
も
?
と
は
随
分
異
な
る
。
今
後
は
相
主
に
学
術
研

究
官
進
出
、
彼
ら
り
成
果
も
大
い
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

回
、
我
々
自
身
申
文
学
・
美
学
理
論
の
レ
ベ
ル
向
上
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

な
ど
を
掲
げ
、
次
代
を
担
う
若
い
研
究
者
が
、
こ
う
し
た
点
に
留
意
し
て
、
意

欲
的
た
研
究
を
行
う
よ
う
に
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

ニ
民
国
以
後
の
中
国
に
お
け
畠
「
杜
詩
研
究
」
の
総
括
に
関

す
吾
も
の
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こ
れ
に
は
、
次
由
同
l
凶刊の
5
種
類
が
あ
る
。

伺
「
杜
甫
研
究
論
文
総
述
」

ωωω

ω
焦
裕
銀
一
九
一
一

t
一
九
四
九

l
(『
文
史
哲
』
田

1
6〉

こ
の
「
総
述
」

ωωω
は
、
山
東
大
学
の
社
甫
研
究
班
が
『
文
史
哲
』
に
連
載

し
た
も
り
で
、
辛
亥
草
命

I
今
日
ま
で
申
社
詩
研
究
を
三
期
に
分
け
て
総
括
し

て
い
る
。
ま
ず
第
一
期
。
辛
亥
革
命
以
後
、
論
文
の
形
で
研
究
発
表
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
社
甫
研
究
も
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
こ
の
第
二
期
に
発

表
さ
れ
た
論
文
は
、
計
一
一
一
一
一
編
。
中
で
も
有
名
な
の
は
、
梁
啓
趨
「
情
型
社

甫
」
で
、
こ
れ
は
一
九
二
二
年
の
講
演
で
あ
る
。
こ
由
時
梁
啓
超
は
社
甫
H

詩

聖
。
説
に
反
対
、
社
甫
は
人
民
に
惜
し
み
な
い
同
情
を
寄
せ
た
人
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
か
情
聖
u
と
い
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
。
今
日
り
か
人
民
詩
人

社
甫
u
論
白
先
駆
け
と
な
っ
た
。
こ
白
時
期
に
は
、
程
千
机
「
杜
詩
偽
書
考
」

「
少
陵
先
生
文
心
論
」
、
金
啓
華
「
杜
甫
詩
論
」
が
早
く
も
害
か
れ
て
お
り
、
両

民
の
長
老
ぶ
り
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

ω
鄭
鹿
篤
|
一
九
五

O
t
一
九
七
六

l

q
同
右
』
釘

l
I
)

と
の
第
二
期
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
・
毛
沢
東
文
芸
思
想
の
指
導
白
下
に
、
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計
六

O
O余
編
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
中
で
も
、
海
至
『
杜
甫
伝
』
、
斎
群

非
司
社
甫
研
究
』
が
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
こ
白
時
期
に
活
躍
し
た

研
究
者
と
し
て
は
、
胡
小
石
・
朱
東
潤
夏
承
滞
馬
茂
元
等
が
い
る
。
し
か

し
、
そ
り
-
方
で
は
政
治
思
想
に
大
き
く
翻
弄
さ
れ
た
災
難
白
時
で
あ
っ
士
。

ω
張
忠
綱
・
海
建
国
ー
一
九
七
七

t
一
九
八
五

l
(『
同
右
』
抑
制

2
)

再
び
杜
甫
研
究
が
活
況
を
取
り
戻
し
、
計
一
一
一

O
O績
も
の
論
文
が
発
表
さ

れ
た
。
総
括
す
る
の
も
容
易
で
は
な
い
数
だ
が
、
七
つ
の
観
点
か
ら
要
領
よ
く

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
項
目
だ
が
、
①
社
甫
の
再
評
価
②
社
甫
の
生
涯
と

思
想
③
社
詩
の
思
想
内
容
と
芸
術
上
町
成
果
④
社
詩
の
時
期
毎
の
評
価
⑤
桂
詩

の
版
本
⑥
杜
甫
の
足
跡
⑦
杜
詩
の
鑑
賞
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
り
項

目
に
従
っ
て
、
主
な
成
果
の
概
略
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

後
に
ま
と
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

(b) 

「
建
国
以
来
社
甫
研
究
情
況
述
略
」

ωω

(
『
社
甫
研
究
学
刊
』
邸
|

l
、∞∞
1
3
)

と
れ
は
郡
和
揮
・
濃
禾
章
と
い
う
、
成
都
の
社
甫
草
堂
に
本
部
の
あ
る
、
杜

甫
研
究
学
会
の
発
行
す
る
『
杜
甫
研
究
学
刊
』
の
編
集
委
員
を
務
め
る
、
両
氏

の
共
同
執
筆
に
な
る
も
り
で
、
ま
ず
前
編
〈
田

1
)
で
は
、
組

t
何
回
、
田
l

初、

W
I
U
の
三
期
に
分
け
各
々
の
動
向
を
総
括
す
る
。
前
の
山
東
大
F
ル
ー

プ
の
見
方
と
ま
た
違
い
、
地
元
成
都
の
杜
甫
学
者
や
研
究
活
動
を
重
視
し
、
社

甫
学
会
の
会
長
謬
誠
氏
〔
四
川
大
学
歴
史
系
)
や
副
会
長
田
劉
開
揚
氏
(
西

南
財
経
学
院
)
ら
の
業
績
紹
介
を
忘
れ
て
い
な
い
。
文
中
、
最
も
詳
し
い
の
は

無
論
第
三
期
で
、
そ
れ
は
①
「
十
年
来
社
甫
研
究
の
著
述
と
出
版
情
勢
」
、
②

「
近
年
来
社
詩
研
究
の
領
域
と
課
題
」
か
ら
な
る
。
個
々
の
論
文
名
を
ほ
と
ん

ど
掲
げ
な
い
で
、
共
通
す
る
内
容
ご
と
に
全
体
を
概
括
し
た
も
の
で
、
た
め
に

や
や
漠
然
と
し
た
論
述
に
な
っ
て
い
て
そ
の
点
味
気
無
き
が
あ
る
が
、
全
体
の

動
向
の
把
握
と
し
て
利
用
で
き
る
。

次
に
、
後
編
〈
田
1
3
)
は
、
社
甫
学
会
の
組
織
・
学
術
活
動
、
及
び
各
地

の
社
甫
記
念
館
の
簡
単
な
紹
介
と
、
今
日
を
代
表
す
る
四
人
の
社
詩
学
者
粛

漉
非
(
故
人
)
・
侍
庚
生
(
故
人
)
・
陳
胎
品
川
(
北
京
大
学

γ
金
啓
華
(
南
京

師
範
大
学
)
ら
の
社
詩
学
へ
白
貢
献
を
顕
彰
し
た
文
章
で
あ
る
。
陳
・
金
両
氏

に
は
各
大
学
に
て
一
度
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
彼
ら
り
風
貌
が
そ
り
ま

ま
に
再
現
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
濃
禾
章
氏
と
も
直
接
お
会
い
し
お
話

し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
杜
甫
学
会
秘
書
長
・
編
集
委
員
を
し
て
お
ら
れ
、

そ
れ
だ
け
に
中
国
国
内
の
杜
甫
学
界
の
動
向
に
精
通
し
て
お
り
、
こ
の
報
告
文

を
通
し
て
中
国
の
杜
詩
研
究
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
よ
う
だ
。

川
W

「
読
『
草
堂
』

l
兼
談
近
年
来
的
社
詩
研
究
」
(
『
草
堂
』
町
田
|

2
〉

こ
れ
は
『
社
甫
研
究
学
刊
』
が
以
前
『
草
堂
』

k
称
し
て
い
た
時
期
に
、
こ

の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
同
編
集
委
員

で
、
ま
た
四
川
大
学
中
文
系
主
任
で
も
あ
る
張
志
烈
民
一
で
あ
る
。
張
氏
は
、
こ

こ
で
『
草
堂
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
、
項
目
に
分
類
し
て
概
括
す
る
。
即

ち
、
社
甫
の
交
遊
・
足
跡
・
詩
文
の
制
作
年
代
人
事
・
地
域
作
品
目
思
想

内
容
・
芸
術
性
(
詠
物
詩
・
山
水
詩
・
詠
懐
詩
詠
史
詩
、
主
排
目
七
絶
七

古
・
律
詩
、
愛
州
詩
等
)
、
社
甫
と
伝
統
文
学
の
関
係
な
ど
だ
が
、
こ
れ
を
見

て
も
本
誌
が
社
詩
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
来
た
こ
と
が
分
か

る
。
た
だ
、
張
氏
が
論
文
名
・
執
筆
者
名
を
全
く
略
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
は
、

惜

L
ま
れ
る
。
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仙
「
新
時
期
杜
甫
研
究
概
観
」
ハ
『
語
文
導
報
』
出
3
〉

近
年
、
詩
論
・
文
学
理
論
の
面
で
、
特
に
禅
や
象
徴
主
義
と
い
っ
た
現
代
的

視
点
か
ら
重
要
な
仕
事
を
し
て
い
る
若
手
研
究
者
に
、
張
晶
氏
〈
遼
寧
師
範
大

学
)
が
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
彼
そ
近
年
の
牡
甫
研
究
に
つ
い
て
の
報
告
書
で

あ
る
。
彼
は
五
つ
の
点
か
ら
、
近
年
目
主
要
な
成
果
を
指
摘
す
る
。
①
社
甫
の

政
治
思
想
忠
君
と
愛
民
の
矛
盾
に
つ
い
て
。
②
杜
詩
白
芸
術
表
現
!
こ
れ
は

本
報
告
書
中
、
最
も
詳
細
な
部
分
で
あ
る
。
張
晶
氏
は
、
こ
こ
で
社
詩
の
象
徴

性
に
照
準
を
当
て
た
重
要
な
論
文
を
列
挙
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
自
身
の
最
大
の

関
心
事
で
も
あ
る
。
③
題
材
別
白
研
究

i
山
水
詩
阜
、
詠
物
詩
に
つ
い
て
、
④
詩

形
式
に
関
す
る
研
究

l
五
排
・
絶
句
に
つ
い
て
。
⑤
社
甫
白
文
学
・
美
学
思
想

に
つ
い
て
|
具
体
的
に
は
、
「
戯
為
六
絶
句
」
に
つ
い
て
、
な
ど
で
あ
る
。

杜甫研究の現状と課庖

ω
「
社
甫
研
究
」
1
2
2

1
8
3
年
度
分
i
:
露
仲
安
・
李
華
(
『
唐
代
文
学
研
究
年
鑑
』
臥
)

2
・
・
8
4
年
度
分
i
:
掲
建
国
ハ
『
同
右
』
部
)

3
8
5
年
度
分
・
・
:
:
湾
建
国
(
『
同
右
』
田
)

こ
れ
ら
は
、
各
年
度
別
に
杜
詩
論
文
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
り

報
告
に
よ
れ
ば
、
お
年
度
百
余
編
、
副
・
筋
年
度
は
と
も
に
一
一
1
0
編
も
の

論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

社
甫
研
究
の
動
向
の
概
略
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以
上
、

a
t
e
を
通
し
て
み
る
と
、
杜
甫
研
究
も
年
々
充
実
し
、
発
表
点
数

も
今
や
一
年
分
で
さ
え
目
を
通
せ
な
い
程
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
き

わ
め
て
大
ま
か
な
把
握
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
私
な
り
の
総

括
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

①
杜
甫
の
政
治
思
想
|
決
し
て
愚
忠
的
な
も
り
で
は
な
く
、
愛
国
憂
民
を
基

調
と
す
る
こ
と
を
論
証
す
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
摩
仲
安
「
浅
談
社
詩
中

的
忠
君
思
想
」
(
『
託
漢
論
壇
』
但
|
4
〉
、
張
忠
綱
「
応
該
正
確
評
価
社
甫
的

忠
君
思
想
」
(
『
山
東
大
学
文
科
論
文
集
刊
』
お
2
、
後
に
『
杜
詩
縦
横
探
』

に
収
録
。
山
東
大
学
出
版
社
叩
〕
が
あ
り
、
そ
し
て
こ
白
後
に
、
許
総
民
の

重
要
な
「
論
宋
学
対
杜
詩
的
曲
解
和
誤
解
」
(
『
文
学
評
論
緩
刊
』

m、
刷
出
、
白

ち
『
発
徴
』
に
所
収
)
が
発
表
さ
れ

T
》
、
こ
の
問
題
の
根
底
に
宋
学
の
封
建

倫
理
に
よ
る
極
端
に
忠
義
を
重
視
す
る
社
詩
論
白
存
在
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ

れ
と
並
行
し
て
、
社
詩
の
人
民
性
を
強
調
す
る
論
文
も
依
然
と
し
て
多
い
。

②
牡
甫
白
詠
物
詩
こ
れ
は
社
詩
の
中
で
も
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
が
進
め

ら
れ
て
き
た
分
野
で
あ
る
。
社
詩
の
禽
獣
草
木
を
詠
じ
た
も
の
を
対
象
に
、
そ

の
リ
ア
ル
な
描
写
と
迫
真
性
、
古
典
上
田
典
故
と
の
関
連
、
そ
し
て
杜
甫
の
寄

拓
す
る
意
味
の
探
求
な
ど
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
郎
俊
鵬
「
読
杜

甫
〈
鵜
鵡
〉
〈
孤
雁
〉
等
〔
襲
州
的
V

詠
物
詩
八
首
」
(
『
草
堂
』
町
田
1
1

朱
縦
肪
「
略
論
杜
甫
詠
鷹
詠
馬
詩
」
(
『
草
堂
』

m
m
i
l
-
王
仲
鏑
・
呉
明
賢

「
社
甫
〔
成
都
期
的
詠
物
組
詩
)
〈
江
頭
五
詠
V

浅
説
」
〔
『
草
堂
』
田
山

Z
〉
な

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
大
略
以
下
回
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

若
い
頃
申
杜
甫
は
、
向
上
心
・
積
極
性
に
富
み
、
遠
大
な
政
治
的
理
想
を
抱
き
、

そ
の
思
い
を
騰
や
馬
に
託
し
て
表
現
し
た
。
し
か
し
、
入
局
後
の
詠
物
詩
に
な

る
と
、
そ
う
し
た
豪
放
さ
が
影
を
ひ
そ
め
る
よ
う
に
な
り
、
自
己
の
さ
さ
や
か

な
心
情
、
あ
る
い
は
自
己
の
嘆
き
・
憂
国
憂
民
の
感
情
が
多
く
述
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
の
傾
向
は
、
座
州
期
に
な
る
と
一
層
深
化
す
る
、
と
。
社
甫
の

一
詠
物
詩
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
個
々
の
論
考
が
集
約
さ
れ
、
さ
ら
に
杜

甫
の
詠
物
詩
白
全
体
像
に
迫
ろ
う
と
し
た
の
が
、
程
千
帆
・
張
宏
生
の
「
英
雄

主
義
与
人
道
主
義
|
読
社
甫
詠
物
詩
札
記
」
(
『
文
学
遺
産
』
田
1
5
、
の
ち
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『
被
開
拓
的
詩
世
界
』
に
所
収
以
下
、
『
詩
世
界
』
と
略
。
上
海
古
籍
出
版
社

ω)
で
あ
る
(2v
。
ま
た
、
社
甫
の
こ
白
詠
物
詩
を
、
前
代
ま
で
白
詠
物
賦
干

後
世
の
詠
物
詞
と
の
関
連
で
捉
え
た
も
の
に
、
張
志
烈
氏
(
前
出
)
の
「
社
甫

的
詠
物
詩
与
漢
貌
六
朝
的
詠
物
賦
的
比
較
」
(
『
社
甫
研
究
学
刊
』
鈎
1
3
1

「
読
詠
物
詩
与
南
宋
詠
物
詞
」
(
『
同
』
引

1
)

が
あ
る
。
社
甫
の
詠
物
詩
を

め
ぐ
り
、
ム
マ
キ
こ
こ
ま
で

F
ロ
1
パ
ル
に
議
論
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
魅
力

を
感
ず
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
飛
躍
し
て
中
国
に
お
け
る
伝
統
的
詩
語
の
イ
メ

1
♂
り
継
承
と
発
展
白
問
題
と
し
て
見
て
も
興
味
深
い
。

③
詠
史
詩
・
詠
懐
詩
に
つ
い
て
「
詠
懐
古
跡
」
「
八
哀
詩
」
「
秋
興
八
首
」

な
ど
、
費
州
期
町
長
編
五
排
・
連
章
詩
を
中
心
と
し
た
も
の
が
多
〈
、
歴
史
的

人
物
や
事
件
。
描
写
の
特
徴
、
そ
れ
を
過
し
て
の
社
甫
の
歴
史
的
評
価
、
及
び

そ
れ
に
託
し
た
杜
帯
白
理
想
的
世
界
観
・
人
間
観
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
草
堂
』
白

M
l
m年
に
か
け
て
集
中
的
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
な
か
で
も
玉

仲
錨
の
「
愛
州
一
組
史
詩
〈
洞
房
〉
八
首
」
〔
『
草
堂
』
刷
出

1
2
)
は
、
重
要
な

指
摘
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
の
一
つ

の
頂
点
と
な
っ
た
の
が
、
や
は
り
程
千
帆
・
張
宏
生
の
論
文
「
杜
甫
慶
州
詩
的

長
編
排
律
和
連
章
詩
札
記
」
(
『
中
国
社
会
科
学
』
前

i
l、
の
ち
『
詩
世
界
』

所
収
)
で
あ
る
。

④
山
水
紀
行
詩
近
年
、
注
目
を
集
め
て
い
る
分
野
で
、
社
甫
白
山
水
紀
行

詩
の
特
色
を
分
析
し
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
山
水
詩
と
の
比
較
が

議
論
町
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ぽ
、
馬
暁
光
「
論
杜
甫
入
萄
詩
対
山
水
詩

的
貢
献
」
(
『
山
西
大
学
学
報
』
部

l
l〉
、
成
松
柳
「
試
論
杜
甫
的
紀
紘
詩
」

〔
『
華
中
師
院
学
報
』
出

4
)
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
彼
ら
は
、
従
来
白
山

水
詩
人
が
社
会
か
ら
逃
避
し
、
山
水
を
も
っ
て
楽
し
ん
だ
の
に
比
べ
、
社
甫
は

現
実
主
義
的
な
態
度
で
、
山
水
草
木
に
時
代
と
自
己
の
影
を
重
ね
た
。
そ
こ
に
、

社
甫
の
独
自
性
を
指
摘
す
る
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
白
論
考
の
集
大
成
版
と
も
い

え
る
の
が
、
こ
れ
ま
た
程
千
帆
・
莫
砺
鋒
共
同
執
筆
の
「
社
甫
畑
山
行
詩
札
記
」

(
『
社
会
科
学
戦
線
』
釘
|

2
、
『
詩
世
界
』
所
収
)
で
あ
る
。
な
お
、
同
様
白

視
点
で
、
襲
州
の
山
水
詩
を
分
析
し
た
論
文
が
、
『
草
堂
』

M
l邸
年
号
に
集

中
的
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

⑤
社
詩
の
芸
術
性
に
つ
い
て
例
え
ば
、
社
詩
白
鷺
境
美
・
象
徴
美
な
ど
に

つ
い
て
、
西
洋
の
美
学
の
理
論
を
運
用
し
た
り
、
ま
た
中
国
に
古
く
か
ら
あ
る

古
典
美
学
白
方
法
論
を
用
い
て
議
論
し
た
り
す
る
な
ど
、
こ
れ
も
近
年
の
社
詩

研
究
上
の
一
つ
の
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
震
行
需
「
論
李
杜
詩

詩
歌
的
風
格
和
意
象
」
〈
『
社
会
科
学
戦
線
』

mー
ー
、
白
ち
『
中
国
詩
歌
芸
術

研
究
』
に
収
録
。
北
京
大
学
出
版
社
釘
)
は
、
近
代
的
な
言
語
学
の
方
法
を

援
用
L
、
杜
詩
。
風
格
の
核
が

H
沈
欝
H

に
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
次
い
で
金
開

誠
「
社
詩
想
象
釈
例
」
(
『
文
学
遺
産
』

m
M
1
4
)
は
、
文
芸
心
理
学
の
方
法
論

で
、
社
詩
。
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
す
る
。

そ
し
て
、
主
岳
川
氏
が
「
杜
甫
詩
歌
的
意
境
美
」
(
『
江
崎
世
論
壊
』

m
u〉、

「
社
甫
詩
歌
意
境
美
初
探
」
(
『
人
文
雑
誌
』
剖

1
2〉
、
「
社
甫
詩
歌
的
象
徴
美
」

(
『
天
津
師
専
学
報
』
山
田
l
1
)
町
論
文
を
立
て
続
け
に
発
表
し
て
、
こ
の
議
論

に
弾
み
が
つ
い
た
。
近
年
、
こ
の
王
氏
の
よ
う
に
中
国
古
典
詩
を
「
意
境
」
と

い
う
視
点
か
ら
解
釈
す
る
方
法
が
目
立
つ
が
、
こ
白
「
意
境
」
は
、
も
と
も
と

王
国
維
に
よ
り
強
調
さ
れ
た
詩
学
上
の
概
念
で
、
今
日
で
は
広
〈
古
典
研
究
の

論
文
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
白
主
論
文
は
、
そ
の
中
で
も
初

期
目
成
果
に
属
す
。
そ
の
た
め
か
、
「
意
境
」
の
視
点
か
ら
社
詩
を
論
じ
た
も

の
と
し
て
、
本
論
は
新
鮮
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
王
民
は
、
従
来
の
杜
詩
研
究
は
主
に
現
実
主
義
的
な
詩
を
取
り
上
げ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
実
は
社
詩
に
は
多
く
白
意
境
美
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
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杜甫研究由現状と課題

と
し
、
そ
の
背
景
に
中
国
古
来
の
「
縁
情
的
写
景
」
白
手
法
が
あ
る
と
認
め
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
西
洋
美
学
上
白
「
感
情
移
入
」
や
「
擬
人
法
」
た
ど
に
当
た

る
の
だ
、
と
す
る
。
こ
白
辺
は
、
近
年
目
比
較
研
究
に
比
べ
て
、
ま
だ
初
歩
的

な
感
が
あ
る
が
、
と
も
か
く
そ
の
新
鮮
さ
が
印
象
的
で
あ
る
。
次
い
で
、
主
民

は
社
詩
の
意
境
美
の
核
心
部
の
探
求
に
移
り
、
そ
れ
を
悲
壮
美
で
あ
る
と
認
め

て
い
る
。

呂
、
武
・
周
森
甲
「
象
徴
主
義
也
是
一
種
基
本
創
作
方
法
」
(
『
文
芸
研
究
』
部

1
4
)
で
は
、
こ
の
象
徴
主
義
を
現
実
主
義
・
浪
漫
主
識
と
間
開
立
す
る
基
本
的

な
創
作
方
法
だ
と
し
た
上
で
、
社
詩
の
名
作
「
部
雁
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
象

徴
性
を
具
体
的
に
分
析
す
る
。
ま
た
、
停
紹
良
「
論
社
甫
詩
歌
的
」
(
『
陳
西
部

大
学
報
』
邸
1
4
)
で
は
、
「
国
産
」
の
美
学
用
語
、
と
し
て
、
「
陰
柔
美
」
「
陽

剛
美
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
用
い
て
い
る
。
「
陰
柔
美
」
は
、
主
に
優
雅
・

淡
泊
・
微
小
静
穏
等
の
美
を
表
L
、
「
陽
剛
美
」
は
、
崇
高
・
奔
放
・
壮
大

激
越
等
を
表
す
伝
統
的
な
美
学
の
語
集
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
西
洋
町
マ

イ
ナ
ー
・
メ

l
ジ
ャ
ー
に
相
当
す
る
も
り
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
も
近
年
、
こ

り
視
点
か
ら
の
社
詩
分
析
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
り
論
文
は
そ
の
先
駆
者
的

業
績
と
い
え
る
。

こ
り
ほ
か
、
社
詩
D
芸
術
性
を
書
画
に
題
し
た
作
品
に
即
L
て
考
察
し
た
も

の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
王
啓
興
「
論
杜
甫
題
画
詩
的
美
学
思
想
」
(
『
武
漢
大
学

学
報
』

M
l
)
成
松
榔
「
社
甫
題
書
画
詩
及
其
審
美
観
」
(
『
草
堂
』
邸
|

2
)
な
ど
で
、
社
甫
の
創
始
に
な
る
こ
の
題
書
画
の
作
風
の
変
化
・
特
色
・
美

意
識
等
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑥
比
較
文
学
的
考
察
!
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
興
味
深
い
論
文
が
発
表
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
少
し
詳
し
く
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
謝
恩
煉
「
自
伝

詩
人
社
甫
論
|
中
国
と
酉
洋
の
自
伝
詩
白
伝
統
|
」
(
『
文
学
遺
産
』
卯
1
3
)
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で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
最
近
町
中
国
で
は
、
古
典
文
学
の
研
究
方
法

を
め
ぐ
り
、
様
々
な
場
で
積
極
的
な
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新

し
い
概
念
・
方
法
論
を
導
入
し
て
の
古
典
研
究
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
は
い

る
が
、
現
実
に
は
そ
う
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
古
典
研

究
は
ま
だ
古
く
て
厚
い
殻
を
被
っ
た
ま
ま
で
、
そ
の
研
究
活
動
の
成
果
が
、
古

典
の
専
門
家
の
作
業
場
の
外
に
出
て
世
間
の
広
い
関
心
を
得
る
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
望
め
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
謝
論
文
は
、
一
読
し
て

強
い
印
象
を
覚
え
た
。

謝
民
は
、
ま
ず
西
洋
の
現
代
詩
派
が
M
M

意
象
主
義
M

M

(

イ
マ
子
ズ
ム
〉
に
始

ま
り
、
そ
れ
が
中
国
詩
歌
の
直
接
的
影
響
を
受
け
た
、
と
い
う
一
般
的
事
実
を

確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
従
来
町
中
西
詩
歌
比
較
研
究
者
は
、
こ
り
象
徴
性
に

ば
か
り
焦
点
を
お
い
て
、
両
者
自
差
異
に
つ
い
て
の
議
論
を
進
め
が
ち
だ
が
、

両
者
白
根
本
的
か
つ
全
体
的
な
特
質
を
論
じ
よ
う
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
「
自
伝

詩
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に
、
分
析
し
て
行
っ
た
方
が
よ
り
有
効
で
あ

る
と
す
る
。

こ
り
「
自
伝
詩
」
と
い
う
概
念
だ
が
、
諸
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
中

国
の
文
人
の
叙
情
詩
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
自
信
詩
」
の
早
熟
と
も
い
う
べ
き
発

達
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
、
と
い
う
。
ま
ず
屈
原
に
始
ま
り
、
建
安
の
詩
人

遣
に
継
承
さ
れ
て
、
空
前
の
反
映
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
自
己
申
様
々
な
感
慨

の
表
出
と
あ
い
ま
っ
て
、
山
水
自
然
や
叙
事
の
表
現
を
も
総
合
す
る
こ
と
に
な

っ
た
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
や
が
て
庚
信
ら
の
自
伝
的
賦
の
成
呆
が
加
わ
り
、
そ

し
て
唐
の
時
代
を
迎
え
る
。
民
は
、
お
よ
そ
「
自
信
詩
」
白
発
展
内
容
を
こ
の

よ
う
に
捉
え
た
後
に
、
こ
り
「
自
伝
詩
」
の
ス
タ
イ
ル
を
さ
ら
に
大
き
く
発
展

さ
せ
、
叙
情
・
写
実
・
浪
漫
・
象
徴
を
一
つ
に
融
合
し
た
の
が
、
社
甫
だ
と
す

る
の
で
あ
る
。
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以
下
、
氏
は
翻
っ
て
西
洋
町
自
伝
詩
の
伝
統
を
問
題
に
す
る
。
民
に
よ
れ
ば
、

西
洋
に
は
も
と
も
と
自
伝
詩
と
い
う
発
想
が
な
く
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
登
場
し

て
く
る
の
は
、
一
九
世
紀
の
浪
漫
主
義
運
動
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

む
第
一
白
自
伝
詩
人
は
ワ
l
ズ
ワ

1
ス
で
、
彼
。
代
表
作
「
序
詩
(
プ
レ

p
a

l
y
)
」
な
ど
は
、
社
甫
の
「
壮
遊
」
「
詠
懐
五
百
字
」
に
共
通
す
る
面
を
も
っ
。

し
か
し
、
ワ
l
ズ
ワ

I
ス
の
詩
は
中
園
田
自
伝
詩
に
比
べ
、
思
想
的
-
抽
象
的

思
弁
の
傾
向
が
強
く
、
個
人
の
経
歴
や
具
体
的
現
実
。
描
写
に
之
し
い
。
こ
れ

は
西
洋
に
こ
う
し
た
自
伝
詩
申
伝
統
が
十
分
に
な
い
と
と
を
示
そ
う
。
そ
し
て

こ
の
違
い
が
、
結
局
は
両
者
自
象
徴
詩
の
あ
り
方
を
決
定
的
に
異
な
ら
せ
た
の

だ
、
と
い
う
。

ワ
I
ズ
ワ

I
ス
の
自
伝
詩
の
発
展
者
は
、
ア
メ
リ
カ
D
ホ
イ

v
ト
マ

γ
だ
が
、

彼
の
象
徴
詩
は
、
さ
ら
に
自
我
中
心
の
象
徴
詩
に
な
る
。
浪
漫
主
義
運
動
以
後
、

象
徴
派
を
代
表
す
る
の
は
、
例
の
エ
リ
オ
ッ
ト
だ
が
、
例
え
ば
彼
旬
代
表
作

「
荒
地
」
は
、
表
現
的
に
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
つ
の
時
代
の
重
要
な
縮
図
で
あ

り
、
そ
の
深
い
象
徴
性
な
ど
か
ら
い
っ
て
も
、
社
甫
の
「
秋
回
避
府
詠
懐
一
宮

韻
」
と
比
べ
ら
れ
よ
う
。
エ
リ
オ
ッ
ト
の
場
合
は
、
元
来
そ
の
ス
タ
ー
ト
か
ら

東
洋
的
思
想
。
反
映
が
見
ら
れ
る
し
、
今
日
、
改
め
て
ホ
イ

v
ト
マ
ン
に
帰
れ
、

な
ど
と
い
う
言
い
方
も
さ
れ
て
い
る
と

L
て
、
筆
者
は
、
今
後
。
世
界
の
自
伝

詩
や
象
徴
詩
。
動
向
に
強
い
関
心
の
目
を
向
け
よ
う
と
す
る
。

子
細
に
謝
論
文
を
検
討
す
れ
ば
、
確
か
に
ワ

l
ズ
ワ

1
ス
ホ
イ
ッ
ト
マ

ン
・
エ

p
オ
ッ
ト
等
の
名
前
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
な
お
詳
細
な
分
析
に
欠
け

て
い
る
。
い
わ
ば
表
層
的
な
議
論
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
西
洋
文
学
と

由
比
較
と
い
う
新
し
い
視
点
で
、
中
国
の
伝
統
文
学
を
再
検
討
す
る
貴
重
な
方

法
論
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
意
義
の
方
を
、
今
は
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
彼
ら
の
解
釈
の
中
に
は
、
我
々
の
先
人
が
か
つ
て
主
張
し
た
も
の
も

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
が
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
言
い
得
て
い
る
の
か
は
、
ま

た
別
問
題
で
あ
る
。
我
々
、
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
試
み
を
受
容
L
な

が
ら
、
中
国
古
典
の
生
命
を
我
々
な
り
に
現
代
に
よ
り
豊
か
に
再
生
さ
せ
て
い

く
努
力
を
行
っ
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
の
謝
論
文
と
同
様
。
視
点
か
ら
の
指
摘
は
、
実
は
す
で
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大

教
授
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ァ
ン
・
オ
ー
エ
ン
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
『
伝
統
的

中
国
の
詩
と
詩
学
』
ハ
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
出
版

M
X
Z
で
、
本
書
町
第

三
草
を
聞
け
る
と
、
社
甫
白
「
旅
夜
番
懐
」
と
ワ

l
ズ
ワ

I
ス
の
「
ウ
=
ス
ト

ミ
ン
ス
タ
I
橋
上
に
て
」
と
の
比
較
考
察
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
ェ
ン
に
よ
れ
ば
、
西
洋
人
に
と
っ
て
ワ

I
ズ
ワ

I
R
の
詩
は
、
す
べ
て

比
聡
と
フ
ィ
グ
シ
ョ
ン
の
産
物
と
し
て
映
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
詩

で
も
、
一
八

O
二
年
の
九
月
三
日
に
彼
が
ウ
民
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
l
橋
白
上
か
ら
、

ロ
ン
ド
ン
市
内
の
様
子
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
正
確
無
比
に
そ
れ
を
描
い
た
点

が
重
要
な
の
で
は
な
〈
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
あ
る
何
か
大
切
な
も
の
を
伝
え

よ
う
と
す
る
道
具
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
L
、
社
甫
の
詩

は
決
L
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
自
分
た
ち
西
洋
人
に
は
驚

き
な
の
だ
、
と
オ
I
エ
ソ
は
い
う
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
社
甫
の
個
性
的
な
経

験
、
ま
た
社
甫
が
遭
遇
し
彼
が
解
釈
し
、
そ
れ
に
反
応
し
た
世
界
へ
の
、
社
甫

の
様
々
な
意
識
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
杜
甫
の
言
葉
H
文
学
的
言

語
は
、
普
通
の
日
記
と
は
異
な
る
が
、
あ
る
特
別
な
日
記
の
メ
モ
町
よ
う
な
も

の
か
も
L
れ
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
西
洋
人
に
と
っ
て
、
文
学
的
言
語
と
は
、
日
記
や
経
験
主
義
的
観

察
白
言
語
と
は
、
基
本
的
に
異
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ワ
1
.ス
ワ
I
ス
が

フ
ィ
グ
シ
ョ
シ
的
言
語
を
遇
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
現
実
の
背
後
に

隠
さ
れ
た
あ
る
何
か
で
あ
り
、
無
限
に
充
実
し
た
何
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
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社甫研究D現壮と課題

社
甫
の
場
合
は
、
経
験
的
に
知
覚
は
さ
れ
る
が
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
、
し
か

し
あ
く
ま
で
現
実
世
界
の
あ
る
特
別
な
存
在
に
、
日
記
的
な
言
語
で
鋭
敏
に
命

を
吹
き
込
む
こ
と
な
の
だ
、
と
オ
l
z
ン
は
述
べ
て
い
る
。
謝
論
文
が
、
自
伝

詩
と
い
う
概
念
で
中
西
詩
の
差
異
を
捉
え
た
の
に
対
L
、
オ
ー
ェ

γ
の
方
は
日

記
と
か
経
験
主
義
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
持
ち
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

社
帯
研
究
の
よ
う
に
、
研
究
の
歴
史
自
体
が
き
わ
め
て
長
い
場
合
は
、
と
も

す
る
と
資
料
・
文
献
の
山
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
過
去
の
遺
産
と
の
格
闘
に
終

始
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
も
大
変
な
作
業
だ
が
、
か
り
に
こ
の
ま
ま

着
実
に
研
究
が
進
ん
で
行
く
な
ら
、
い
つ
か
近
い
将
来
に
は
、
過
去
の
社
詩
資

料
の
整
理
の
方
は
随
分
と
ま
と
ま
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
れ
て
徐
々
に
分
析
・
解
釈

の
方
も
、
新
し
い
知
見
が
加
わ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
大
ま
か
な
展
望
が
過
去

の
杜
詩
資
料
に
つ
い
て
は
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
今
日
、
こ
の
謝
恩
偉
や

オ
I
Z
ソ
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
現
代
世
界
に
お
け
る
現
代
人
の
生
き
方
に
広
〈

か
っ
直
接
関
わ
り
あ
う
、
社
甫
研
究
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
も
の
が
出
て
き
た

こ
と
は
、
社
甫
学
の
未
来
に
と
っ
て
一
つ
の
明
る
い
材
料
で
は
な
い
か
と
思
う
。

⑦
こ
の
ほ
か
、
詩
形
式
(
宜
排
・
絶
句
・
律
詩
)
に
つ
い
て
の
論
も
少
な
く

な
い
。
そ
の
内
容
だ
が
、
五
排
・
律
詩
に
つ
い
て
は
右
目
③
と
重
複
す
る
こ
と

が
多
い
。
絶
句
で
は
、
「
戯
為
六
絶
句
」
に
議
論
が
集
中
し
て
お
り
、
中
で
も

劉
尚
勇
「
論
杜
甫
〈
戯
為
六
絶
句
〉
的
産
生
及
影
響
」
(
『
草
堂
』
鵠
1
2
)
は、

重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
劉
氏
は
、
社
甫
に
こ
白
よ
う
な
作
品
を
書
か
せ
た
当

時
の
社
会
的
背
景
を
探
り
、
広
徳
二
年
(
七
六
回
〉
六

l
七
月
頃
、
代
宗
が
朝

廷
の
官
僚
を
集
め
て
行
っ
た
科
挙
り
あ
り
方
を
め
ぐ
る
再
検
討
に
着
目
す
る
。

即
ち
、
富
豪
・
公
卿
・
士
大
夫
白
子
弟
の
官
界
へ
由
順
調
な
進
出
を
妨
げ
て
い

る
の
は
、
詩
賦
を
余
り
に
重
視
し
す
ぎ
る
科
挙
制
度
に
あ
る
の
だ
と
し
、
唐
詩

隆
盛
発
展
の
基
と
な
っ
た
進
士
明
経
科
を
魔
止
、
か
わ
り
に
「
孝
際
挙
」
を
実
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施
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
中
央
の
科
挙
を
め
ぐ
る
激
し
い
論
争
が
一

地
方
の
成
都
に
も
飛
び
火
L
、
杜
甫
は
こ
の
変
革
に
同
意
す
る
脊
年
ら
と
文
学

の
あ
り
方
に
つ
い
て
鋭
く
対
立
、
詩
賦
む
重
要
性
を
強
調
す
べ
く
、
こ
の
「
六

絶
句
」
を
書
い
た
の
だ
、
と
す
る
実
に
斬
新
な
見
解
を
示
す
。
こ
の
推
測
を
根

拠
に
、
本
詩
の
制
作
年
代
も
従
来
の
上
元
二
(
七
六
一
)
年
説
を
覆
L
、
広
徳

二
〈
七
六
四
〉
年
説
を
主
張
。
さ
ら
に
杜
帯
の
こ
う
し
た
「
経
国
白
大
業
」
と

し
て
白
文
学
重
視
の
精
神
が
、
中
唐
の
古
文
復
古
運
動
に
も
影
響
を
与
え
た
の

だ
、
と
マ
ク
ロ
的
な
視
点
で
も
興
味
深
い
見
方
を
掲
げ
て
い
る
。

⑤
社
甫
の
生
涯
晶
、
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
東
大
学
『
社
甫
全
集
』
校
注
組
が

行
っ
た
実
地
調
査
の
報
告
書
、
『
訪
古
学
詩
万
里
行
』
(
人
民
文
学
出
版
社
回
)

が
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
内
容
の
つ
か
み
に
く
い
書
名
町
ゆ
え
に
、
あ
空
り
司

般
の
自
に
触
れ
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
⑨
社
甫
の
儒
・
仏
・
道
思
想
の

関
係
に
つ
い
て
、
及
び
⑩
社
甫
と
前
代
の
文
学
遺
産
の
関
係
に
つ
い
て
(
陶
淵

明
・
飽
照
・
庚
信
・
文
選
・
六
朝
文
学
・
陳
子
昂
等
が
あ
る
)
、
⑪
社
集
。
版

本
等
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
は
省
略
す
る
。

四

外
国
に
お
け
る
社
甫
研
究

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
葉
嘉
鐙
『
杜
甫
〈
秋
興
八
首
〉
集
説
』
再
版
。

「
後
記
」
(
上
海
古
籍
回
)
に
有
益
な
紹
介
が
あ
る
。
本
書
は
も
と
町
田
年
に
台

湾
・
中
華
書
局
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
り
だ
が
、
再
版
に
あ
た
り
新
た
に
「
後

記
」
が
付
さ
れ
た
。
そ
白
文
に
よ
る
と
、
本
書
は
刊
行
後
各
方
面
に
反
響
を
与

え
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
グ
リ
シ
ス
ホ
ン
大
田
宣
同
友
王
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
田
ち

コ

1
ネ
ル
大
に
移
っ
た
梅
祖
麟
ら
が
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
「
分
析
杜
甫
的
〈
秋

興
八
首
〉
!
試
従
語
言
結
構
入
手
作
文
学
批
評
」
(
『
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ジ
ア

研
究
学
報
』
お
印

x
tを
共
作
と
し
て
発
表
。
こ
れ
が
り
ち
に
寅
宣
範
訳
で



陣野暗~nr~，'ij7~"!5\':川;'~~雪tヤ究部~~~空間市主翠，"":，""_，，'f，，_干 ウ布、叩"-q=T'.''' ，'''_=寸ぺ ~~h. .，. ，'"r"A吋マ杢 ."~'''''j軒以可":':':"':\;'1戸市立幣関?潤翌型建理費咽

318 

『
中
外
文
学
』

1
巻

i
6期
(
台
湾
出
版
泥
)
に
、
さ
ら
に
の
ち
に
は
海
外

漢
学
双
書
の
一
冊
と
し
て
『
唐
詩
的
魅
力
』
と
題
す
る
書
(
上
海
古
籍
出
版
社

鉛
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
高
・
梅
ら
の
方
法
論
は
、

I
-
A
-
V
チ
ャ

1
1
、

w
-
z
yプ
ソ
シ
、
ノ
l
ス
ロ
タ
プ
フ
ラ
イ
、
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
ら
の
理
論
を

用
い
て
、
社
詩
の
フ
倉
ユ
ッ
グ
・
バ
タ
l
y
、

p
ズ
ム
・
バ

p
エ
l
シ
2
y
、

シ
ン
タ
ク
ス
、
文
法
的
ア
シ
ピ
ギ
テ
ィ
、
イ
メ
ー
ジ
の
交
錯
、
需
品
誕
の
不
諮
和

等
を
細
か
く
分
析
し
た
も
り
で
あ
る
。
ま
た
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
・
周
策
縦
も

関
連
論
文
を
『
大
陸
雑
誌
』
印

6
(花
)
に
発
表
し
て
い
る
。

こ
り
業
嘉
盤
民
は
、
「
迦
陵
随
筆
」
(
『
光
明
日
報
』
部

I
Uに
連
載
)
で
、

西
洋
白
「
解
釈
学
』
「
現
象
学
」
な
ど
と
中
国
の
古
典
的
文
芸
理
論
の
比
較
考

察
を
意
欲
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
単
な
る
古
典
学
者
と
い
う
り
で
は
な
く
、
古

典
と
現
代
と
の
関
わ
り
を
積
極
的
に
探
求
す
る
人
物
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
本
蓄

の
「
後
記
」
で
は
、
そ
う
し
た
意
図
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
、
杜
詩
の
「
秋
興

八
首
」
の
よ
う
な
建
か
、
台
湾
の
現
代
詩
、
大
陸
の
牒
臓
詩
へ
良
い
参
考
ー
と
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ソ
連
白
杜
詩
研
究
一
に
つ
い
て
は
、
李
明
浜
白
「
杜
詩
在
蘇
連
的
伝
播
和
研

究
」
〈
『
社
甫
研
究
学
刊
』

m
l
)
が
詳
細
で
あ
る
。

五

新
し
い
社
詩
全
注
の
刊
行

最
後
に
、
社
詩
の
画
期
的
な
新
注
本
が
今
宮
さ
に
刊
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
紹
介
を
し
よ
う
。
現
在
、
山
東
大
学
の
『
社
甫
全
集
』
校
注
班

が
中
心
に
な
っ
て
、
新
し
い
『
杜
詩
詳
注
』
が
出
版
の
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

筆
者
は
釘
年
の
夏
に
、
山
東
大
学
張
忠
網
氏
を
訪
問
L
、
こ
の
計
画
に
つ
い

て
直
接
震
う
こ
と
が
で
き
た
。
以
後
、
張
氏
よ
り
折
々
得
た
情
報
も
総
合
す
る

と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
元
来
一
九
七
六
年
、
「
中
国
古
代
作
家
集
」
の
整

理
出
版
に
関
す
る
長
期
計
画
が
提
出
さ
れ
た
と
き
に
、
本
書
は
人
民
文
学
出
版

社
の
分
担
に
な
り
、
二
年
後
、
人
民
文
学
出
版
社
が
粛
瀧
非
民
に
作
業
を
委
託
、

早
速
校
注
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
七
九
年
に
は
そ
の
た
め
の
素
案
を
全
国

の
機
関
・
専
門
家
に
送
付
、
意
見
を
聴
取
。
そ
れ
を
も
と
に
実
際
に
社
詩
二
ハ

首
を
選
び
出
し
、
体
例
に
倣
っ
て
原
稿
を
書
き
、
そ
れ
を
八
四
年
五
月
に
専
門

家
委
員
会
に
提
出
、
細
か
な
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
専
門
家
た
ち
と
は
、
段
孟
倫
・
蒋
維
務
・
豆
利
器
・
周
振
甫
・
者
蕪
・

湾
鍾
芸
・
採
胎
鍬
・
摩
仲
安
・
成
善
指
・
安
旗
・
語
文
郁
・
歌
元
瑞
・
葉
嘉
壁
、

及
び
成
都
社
甫
草
堂
責
任
者
揚
銘
慶
、
社
甫
の
後
育
杜
思
智
、
軍
県
杜
甫
研
究

会
会
長
楊
立
柱
等
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
新
本
は
①
ま
ず
詩
文
を
分
類
し
、
配
列
は
主
に
楊
倫
『
杜
詩
鏡

詮
』
を
参
考
と
し
て
編
年
毎
に
並
べ
る
。
②
題
注
は
、
制
作
時
期
・
場
所
・
人

間
関
係
等
を
説
明
す
る
。
③
正
文
は
、
商
務
印
書
館
の
『
続
古
逸
叢
書
』
中
の

『
宋
本
社
主
部
集
』
を
底
本
と
す
る
。
④
注
釈
は
、
字
義
・
出
兵
・
句
義
等
を

つ
け
る
。
な
お
、
出
典
は
、
書
名
・
編
名
・
巻
数
を
明
記
し
、
省
略
せ
ず
に
引

用
す
る
。
⑤
集
評
は
、
参
考
に
資
す
る
も
の
の
み
、
時
代
順
に
配
列
す
る
。
@

備
考
は
、
当
該
詩
に
関
す
る
参
考
資
料
を
掲
げ
る
、
と
い
っ
た
も
の
に
な
る
と

い
う
。
一
日
も
早
い
完
成
が
待
た
れ
る
。

以
上
、
近
年
の
杜
甫
研
究
の
現
状
と
問
題
点
を
中
国
を
中
心
に
概
述
し
て
き

た
。
こ
こ
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

ま
た
他
日
を
期
し
た
い
〔

1
0

※
小
論
は
、
引

-
m
-
mの
中
唐
文
学
会
(
於
大
阪
市
立
大
学
文
化
交
流
セ

ン
タ
l
)
で
の
報
告
を
も
と
に
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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キエ(1)
拙
稿
「
許
総
〈
宋
学
に
お
け
る
社
詩
論
〉
訳
注
」
(
愛
媛
大
学
教
育

学
部
紀
要
』

E
I
n
-
-
剖

1
9〉
は
、
こ
白
許
論
文
の
訳
注
で
あ

る。

(
2〉
拙
稿
「
程
千
帆
・
莫
砺
鋒
・
張
宏
生
ら
白
魅
力
的
な
社
詩
研
究

I
書

評
『
被
開
拓
的
詩
世
界
』
」
(
『
東
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社甫研究の現状と課題319 


